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　今年度の市史編さん講座は、「『遠野教育』と
は 何 か ― そ の 特 質 を 考 え る」 と い う タ イ ト ル
で、近現代部会の今野日出晴部会長が講演しま
した。「遠野教育」 とは、 広義においては藩政
期以来遠野地域で行われてきた教育を、狭義で
は戦前に現在の遠野小学校で行われていた教育
を指します。講演では、幕末に設立された郷校
で あ る 信

しんせいどう

成 堂 か ら 始 ま り、 近 代 遠 野 に お け る
小 学 校 や 教 育 関 係 者 の 様 子、 昭 和 12 ～ 14 年

（1937-1939） に遠野尋常高等小学校で行われて
いた先駆的な教育実践の内容と、その背景やこ
れまでの評価について話されました。その中で
遠野小学校の前身である横田村第１番小学校が
旧岩手県下で３番目に許可された小学校である
ことや、信成堂所蔵の書籍をもとに作られた信
成堂書籍館が日本で初めての私立図書館であっ
たことが紹介されると、参加者から感心の声が
あがっていました。

令和４年 11 月 19 日（土）
市史編さん講座を開催しました

　第 16 回遠野市史編さん委員会では、 各巻の
編目構成案をもとに、調査・執筆の進捗状況に
ついての報告と意見交換を行いました。
　意見交換においては、部会間の情報共有につ
いて複数の部会から提言がありました。例えば
民俗編の調査においては聞き取り調査がひとつ
の重要な手段ですが、近現代編が扱う時代と重
複するため、調査する際に聞き取り事項を事前
に申し合わせたり、調査結果を共有することに
なりました。

令和４年 11 月９日（水）
第 16回遠野市史編さん委員会を開催しました

令和５年度の『新編遠野市史 資料編 考古』刊行に
向け、原稿執筆中。附録の遠野市遺跡地図を令和
４年度中に作成予定。

令和５年度の『新編遠野市史 資料編 古代・中世』
刊行に向け、原稿執筆中。来春までに城館遺跡の
追加調査を実施。

章立ては完成し、令和４年度中に資料編の粗原稿
を作成予定。新たな史料が発見されたので、これ
らを盛り込み内容を充実させる。

各委員で担当分野に関する調査を実施中。
その時代の時代像を重視した編目構成とする。
遠野の行政資料の不足をどう補っていくかが課題。

各委員で担当分野に関する調査を実施中。今後、
聞き取り調査などを重点的に行う。
遠野地域の民俗を包括する内容とする。

中 世・文献グループ

近 世部会

近 現代部会

民 俗部会

▲講座の様子
▼講演する今野日出晴部会長

▲会議の様子
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　第５回民俗部会研究会では、これまでの調査
結果をまとめた研究発表と、遠野在住の委員が
持ち寄った写真を見ながらの聞き取りや意見交
換を行いました。
　研究発表では、後藤美穂委員が今年度調査し
た「本家礼」と「親族の呼称」について発表し
ました。特に親族の呼称についてはアンケート
調査を実施し、姉の呼び方は「ねっちゃん」と
いう促音の使用が目立つこと、祖父母を「じい
じ」「ばあば」と呼ぶ呼び方は 2000 年を過ぎた
頃から見られること、親族は居住地名を冠して
呼び（「遠野のおばちゃん」など）、県外の親戚
は都道府県名を、市外の親戚は市町村名を、市
内の親戚であれば地区名を冠するルールがみら
れるといった興味深い結果が得られました。
　翌日は、市内の乳

ち ち が み

神に関する調査や街中の暮
らしと魚の流通に関する聞き取りを行い、沿岸
の女性達がしょいこに魚と氷を詰めて遠野で売
り歩いていた様子や、街中の商店の様子などを
聞き取ることができました。

令和４年 11 月 12 日（土）
第５回民俗部会研究会を開催しました

資 料 紹 介

家傳名法合薬調合

　この資料は、様々な薬の調合方法を記した帳
面で、市内の薬屋で使われていたものです。江
戸時代末期から明治時代初期のものと推定され
ます。現在も販売されている伊勢の伝統薬であ
る萬

まんきんたん

金丹や、代表的な漢方薬である補
ほちゅう

中益
え っ き と う

気湯
のほか、虫歯や打ち身、水虫など沢山の薬が記
されています。少し変わったところでは、「髪
生る妙薬」「痛喉にとけ（棘）指

さし

たる薬」などもあ
りました。他にも物についてしまった血を大根
おろしでおとす方法や酒を長く貯めておく方法
も書かれており、こういった知識も薬屋には求
められたのかもしれません。
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▲研究会の様子

▲後藤委員の発表


